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大家小学校 ４ ４ ３










若宮中学校 ４ ３ ３
城山中学校 ５ ４ ８
千代田中学校 １
浅羽野中学校 ６ ５ ６
桜中学校 １ ２
平成２３年 ２４年 ２５年
充分できた ４１ ７１ ４７
できた ５３ ２９ ５３




子供との対応の仕方を学ぶ ７１ ８８ ８４
子供の実態を知る ４１ ６５ ５３
先生の指導方法を学ぶ ８８ １００ ８９
教育実習への不安を軽減させる ２９ ４１ ２１
　参加した目的（複数回答）
平成２３年 ２４年 ２５年
学習補助 １００ ９４ ９５
休み時間の遊び相手や話相手 ４７ ４７ ７９
給食，清掃活動等の補助 ６ １８ ５
部活動等の教師の補助 ０ ６ ５
　活動の内容（複数回答）
平成２３年 ２４年 ２５年
良かった ９４ ９４ １００
どちらとも言えない ６ ６ ０
良くなかった ０ ０ ０
　総合的に考えて参加して良かったか
83
城西大学におけるスチューデント・インターンシップ事業への取組み～平成２３－２５年度
３．２　アンケートについて
　学生へのアンケートは平成２２年度までと同様の
内容で行い，表３に理学部のアンケート集計結果
を示した。また，記述式アンケートとして「感
想」についての内容を示した。平成２２年度までの
結果（北川，２０１７）と同様に子供との対応の仕方
を学ぶことや先生の指導方法を学ぶことを目的と
している学生が多くを占め，その目的はほぼ達成
できたということが示された。また，感想等から
もうかがえるように学生にとってはこの活動から
得られるものが多く，教育効果があることが示さ
れた。
記述式アンケート
感想
・生徒と直接ふれ合うことで，生徒への対応の仕
方や指導方法など，インターンシップに参加しな
ければ得られない体験ができました。これを機に
改めて教員という職業に憧れをもちました。とて
も良いモチベーションになっています。
・最初は戸惑いもありましたが，次第になれてき
て積極的に行動できるようになり，とてもために
なりました。
表２．配置校とその人数
84
城西大学教職課程センター紀要  第３号
児童・生徒
・個に応じて教えてもらえる。
・休み時間等に遊んでもらえてうれしい。
・友達のように相談に乗ってくれるので，色々な
ことを相談しやすい。
・給食や清掃も一緒にやってくれる。
学校（教職員）
・刃物を使う技術の授業や理科の実験等，複数の
目で対応できる。
・学校も活気づき，全体的に目がいき届いてい
る。
保護者
・生徒一人一人面倒を見てもらえて有難い。
学生
・教育実習を前に学校現場の様子がわかるので有
難い。
・教師を目指しているので，指導の仕方等勉強に
なる。
・実績が単位認定される。
　平成２３年度から２５年度はこの事業が始まってか
ら６～８年目にあたり，学校側も大学側も対応の
仕方に慣れてきたこともあり，安定した事業にな
りつつあることが伺える。双方の立場を理解し，
より良いものにしていく努力は今後も必要である
と思われるが，１年間を通して行うこのスチュー
デント・インターンシップ事業は学生たちにとっ
てとても良いモチベーションになっており，昨今
取り上げられているアクティブラーニングとして
評価に値するものと考えられる。
〔参考文献〕
北川　浩子（２０１７）城西大学におけるスチューデント・イ
ンターンシップ事業への取組み．教職センター紀要　創刊
号，p．４５－５４．
・先生方の教え方，子どもの接し方，教えること
の難しさなどを学んだ。
・教員を目指す気持ちが強くなった。
・教育実習への不安を減らすことが出来た。
・大学の授業では学べないことを学んだ。
・教育実習とは異なり，１年という長い期間で関
わることができ，大変良い経験となった。
・活動時間が少なかったことから，限られた先生
や生徒としか関わることができなかった。
・生徒とのコミュニケーションの重要性を知っ
た。
・いろいろな科目に参加でき貴重な体験となっ
た。
４．まとめ
　教育委員会では大学生，児童・生徒，教職員，
保護者に対してアンケートをとっており，平成２３
年度にその成果と課題として次のようにまとめて
いる。
　「この事業が６年目となり，各学校での受け入
れについて課題となっていた打合せについては，
学校ごとに工夫し実施できるようになっている。
学生の来校に関しては，毎年，小学校は児童・教
職員とも８～９割，中学校は５～６割が有意義と
している。これらは，学生の様子を良いとする学
校の割合とおおよそ同じ割合となっている。学生
に関しては毎年，参加した学生のほぼ全員が目的
を十分に達成している。保護者に関しては，この
事業が半数の割合でまだ知られていない。今後も
保護者への周知を図っていく必要がある。また，
中学校に関しては活動内容の見直しを図り，より
事業の充実を目指す。」
　さらに平成２４年度にスチューデント・インター
ンシップ事業の効果を次のようにまとめている。
≪効果≫
